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学 会 発 表
1) ヒトとチンパンジ-の退伝距離
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生 理 研 究 部 門
大島 清 ･目片文夫
林 基拾 .大内慶子 )























目 片 文 夫
サルの進化,適応に伴い骨格や脳の変化が生ず
るのは当然であるが,その他の体内の諸器官 もま
た変化しているはずである｡しかし最近までなぜ
か循環器系からこの間題についての探求が見落さ
れていた｡そこで電気生理学的手法を中心に,秦
理学,粗放学の研究方法を用い,王として静脈系
について各種サルを比較し,循環器系からみた適
応,進化の機構を明らかにする｡
5) 神経ペプチドの脳内代謝機構の研究
林 基 拾
本年舵はサル脳内にP物質不活性化酵素を検索
した｡8y7iニホンザル胴各部位に酵素活性を調べ
ると,ほほ均等に分布しており.P物質が存在し
ないとされている小脳にも認められT:｡酎系を部
I)教務職貝
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